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独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
外
科
系
診
療
部
長
が
二
〇
一
九
年
五
月
、
宇
部
労
働
基
準
監
督
署
に
、
自
身
は
管
理
職
に

該
当
せ
ず
時
間
外
労
働
等
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
の
適
用
が
さ
れ
る
べ
き
旨
を
申
告
し
た
と
こ
ろ
、
二
〇
二
一
年
六
月
同
監
督

署
は
、
申
告
人
が
「
労
働
基
準
法
の
労
働
時
間
等
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
『
管
理
監
督
者
』
（
同
法
第
四
十
一
条
第

二
号
）
に
は
該
当
し
な
い
」
と
判
断
し
た
。 

 

こ
の
問
題
は
右
記
申
告
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
立
病
院
機
構
全
体
の
問
題
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
日
本
の
医
療
界
や
社
会

全
体
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

右
記
申
告
に
つ
い
て
二
〇
一
九
年
九
月
、
宇
部
労
働
基
準
監
督
署
が
国
立
病
院
機
構
に
指
導
票
を
交
付
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
厚
生
労
働
省
本
省
が
検
討
し
て
結
果
を
出
す
ま
で
、
相
当
の
時
間
が
経
過
し
て
い
る
。
監
督
署
が
早
期
に
「
管
理
監

督
者
に
は
該
当
し
な
い
」
と
判
断
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
省
が
そ
れ
を
抑
え
る
よ
う
な
こ
と
は
適
切
と
は
い
え
な

い
の
で
は
な
い
か
。
労
基
法
違
反
の
申
告
に
対
し
、
も
っ
と
迅
速
に
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

二 

本
件
と
同
様
の
実
態
が
、
国
立
病
院
機
構
全
体
に
存
在
す
る
懸
念
が
あ
る
。
右
記
申
告
人
は
、
国
立
病
院
機
構
本
部
の
管

轄
で
あ
る
品
川
労
働
基
準
監
督
署
に
も
報
告
し
た
。
国
立
病
院
機
構
全
体
の
管
理
監
督
者
の
実
態
に
つ
い
て
、
政
府
の
把
握
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す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
本
件
と
同
様
の
実
態
を
把
握
し
て
い
な
い
な
ら
直
ち
に
調
査
し
、
「
管
理
監
督
者
」

に
該
当
し
な
い
労
働
者
が
い
れ
ば
是
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

三 

宇
部
労
働
基
準
監
督
署
の
二
〇
一
九
年
九
月
の
指
導
票
に
は
「
今
後
に
お
い
て
、
時
間
外
労
働
休
日
労
働
に
関
す
る
協
定

届
の
適
用
、
割
増
賃
金
の
支
払
い
、
休
憩
時
間
の
取
得
な
ど
、
法
に
沿
っ
た
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
右
記
申
告
人
は
「
私
が
国
立
病
院
機
構
の
職
員
で
あ
っ
た
二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
二
〇
二
〇
年
三
月
ま
で

は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
な
ど
の
労
働
時
間
の
記
録
は
全
く
な
か
っ
た
」
と
も
指
摘
す
る
。
本
件
を
含
め
、
右
記
法
に
沿
っ
た
管

理
が
実
行
さ
れ
て
い
る
か
政
府
が
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

右
記
申
告
人
は
労
働
基
準
監
督
署
に
「
文
章
で
の
報
告
を
求
め
た
が
、
拒
否
さ
れ
た
。
社
会
通
念
上
、
社
会
常
識
上
、
文

章
で
の
回
答
が
常
識
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
当
然
で
あ
る
。
労
基
法
違
反
の
申
告
に
対
し
、
文
書
回
答
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。 

五 

右
記
申
告
人
が
、
本
件
申
告
・
改
善
措
置
に
か
か
わ
る
監
督
復
命
書
な
ど
を
、
い
わ
ゆ
る
行
政
機
関
個
人
情
報
保
護
法
に

よ
っ
て
開
示
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
不
開
示
部
分
が
過
剰
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
厚
生
労
働
省
は
不
開
示
の
理
由
説
明
書
に
、

不
開
示
と
す
る
裁
量
権
の
根
拠
判
例
と
し
て
「
最
高
裁
判
所
昭
和
五
十
三
年
十
月
四
日
大
法
廷
判
決
」
（
民
集
三
十
二
巻
七
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号
千
二
百
二
十
三
頁
）
を
引
用
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
例
は
「
外
国
人
は
、
憲
法
上
、
わ
が
国
に
在
留
す
る
権
利
な
い
し

引
き
続
き
在
留
す
る
こ
と
を
要
求
し
う
る
権
利
を
保
障
さ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
と
し
て
法
務
大
臣
の
裁
量
権
を
認
め
た
も
の

で
、
不
開
示
の
裁
量
権
を
こ
の
よ
う
に
広
く
解
釈
す
る
の
は
、
憲
法
上
の
国
民
の
権
利
に
照
ら
し
不
適
切
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
判
例
の
引
用
を
撤
回
し
、
監
督
復
命
書
な
ど
を
申
告
人
に
適
切
に
開
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

六 

右
記
五
の
理
由
説
明
書
で
、
厚
生
労
働
省
は
「
こ
れ
ら
が
開
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
当
該
事
業
場
を
始
め
と
し
て
事

業
場
と
労
働
基
準
監
督
官
と
の
信
頼
関
係
が
失
わ
れ
、
今
後
労
働
基
準
監
督
官
に
対
す
る
関
係
資
料
の
提
出
等
に
つ
い
て
非

協
力
的
と
な
り
、
ま
た
、
労
働
基
準
監
督
官
の
指
導
に
対
す
る
自
主
的
改
善
に
つ
い
て
も
意
欲
を
低
下
さ
せ
、
さ
ら
に
は
こ

の
結
果
と
し
て
法
違
反
の
隠
蔽
を
行
う
な
ど
、
検
査
事
務
と
い
う
性
格
を
持
つ
監
督
指
導
業
務
の
適
正
な
遂
行
に
支
障
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
犯
罪
の
予
防
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
弁
明
す
る
。
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、

国
立
病
院
機
構
全
体
に
ま
ん
延
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
名
ば
か
り
管
理
職
」
と
い
う
労
基
法
違
反
の
防
止
措
置
を
、
各
人
の

申
告
を
待
た
ず
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


